
第３回休暇中課題 情報処理 

 

 下の URL を読み込み、社会と情報「どこまで信じる？ネット情報」の動画も見て、次

の３つの問いをノート又は印刷できた生徒はプリントの解答欄に答えなさい。 

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/syakaijouhou/archive/chapter002.html 

 

 

 ・メディアの意味と特性を理解した上で、受け手として情報を読み解き、送り手として情

報を表現・発信するとともに、メディアのあり方を考え、行動していくことができる機能を

メディアリテラシーという。 

 ・テレビやネットなどの情報に限らず、人が何かを伝えるときには、発信者の価値観や意

図が反映されるため、誰が何のために発信した情報なのか読み解くことが重要である。 

 ・ネット情報は、閲覧者の関心に応じてカスタマイズされたものが表示されている場合が

あるため、それが世の中全体の考えだと思わないように気をつける必要がある 

 

 

 

 ・受け取る情報に間違いや嘘が含まれていないかどうか、よく考えて判断することが大切

である。情報を信用できる度合いを情報の信憑性という。 

 ・複数の人が情報をチェックして発信しているマスメディアと比べて、個人や匿名での情

報発信ができるインターネット上には、信憑性の低い情報が多いと考える。 

 ・ある事柄を直接知っている人や、それを調べた人が発信している情報を一次情報といい、

それを編集してまとめた情報を二次情報という。 

 

 

 ・発信者には伝えたいと思っていることがあるため、情報に含まれる意図やメッセージ

を読み解く必要がある。 

 ・人によって解釈や感じ方が異なることがあるため、どれだけ工夫しても送り手が思っ

たとおりに受け手が解釈するとは限らない。 

 ・世の中には、根拠のない情報や、意図的にゆがめられた情報もあることを理解して、

解釈する必要がある。 

  

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/syakaijouhou/archive/chapter002.html


？情報社会に暮らす１人として自分がすべきことを考えてみよう。 

 多くの人は、情報を受け取る機会のほうが多く、発信者であることをあまり意識してい

ない。しかし、リツイートすることやニュースサイトにコメントを書くこと、「いいねボ

タン」を押すことも情報発信であり、社会に影響を与えている。人に迷惑をかけるような

情報発信・情報の拡散をしないように気をつける必要がある。その一方、適切に情報を判

断して、うまく伝えることができれば人に役に立つことができる環境があることは、素晴

らしいことでもある。望ましいメディアと情報社会のあり方を考えて、人のために自分が

できることを考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 


